
農業共済の集計では、 
関節周囲炎は乳牛の廃用
理由のトップです。 

      LIAJ 飛節スコア 



△：２８３～１１３１千個→乳房炎 

▲：１１３２千個以上    →直ぐに対処が必要        

                                     な乳房炎 

乳房炎の目安 

高体細胞影響率とは？ 
当該牛を生産ラインから除
外した場合に、バルクの体
細胞数が減少する比率 

繁殖台帳Ｗｅｂシステ
ムでは、カラ－で表示
しますので、体細胞数
等も感覚的に把握出
来ます 

      LIAJ 
体細胞数による乳質の管理 

乳房炎に罹患した牛を、生産ラインから
外して治療に専念するかどうかといった
乳質管理は、高体細胞数影響率を利用
して検討します。 

 

矢印の例では、150号牛を除外すると、 

バルク乳の体細胞数が１９％減少する 

ことを示唆しています 

 

 



      LIAJ 
体細胞数による技術改善 

繁殖台帳Ｗｅｂシステムでは過去を１年以上にわたって色別で体細胞数を
把握出来ます。季節別、泌乳ステ－ジ別に、技術改善の指標にできます。 

体細胞リニアスコア（５以上乳房炎） 
  スコア  体細胞数 

   ９   ４５２６千個～ 

   ８   ２２６３～４５２５千個 

   ７   １１３２～２２６２千個 

   ６    ５６６～１１３１千個 

   ５    ２８３～５６５千個 

   ４    １４２～２８２千個 

   ３     ７１～１４１千個 

   ２     ３６～７０千個 

   １     １８～３５千個 

   ０      ０～１７千個 



   技術改善の例               チェック内容 
 ①泌乳後期の体細胞数が高い → 過搾乳など搾乳技術 
 ②夏季の体細胞数が高い    → 風通しなど暑熱対策 
 ③冬季の体細胞数が高い    → 乳頭の肌荒れなど 
 ④初産分娩後の体細胞数が高い→ 運動場など育成管理 
 ⑤乾乳あけの体細胞数が高い  → 漏乳など乾乳期管理 
 ⑥突然、体細胞数が高くなる   → 牛床などの衛生管理   

乳房炎 

体細胞数から 
乳房炎をモニタリング 

      LIAJ 
体細胞数による技術改善 

体細胞数の管理は乳質管理に留まらず、いろいろな経営上の
技術改善の指標となり、供用期間の延長を促進します。 



検定成績の検討表 

繁殖台帳Ｗｅｂシステムで最も良く 

使用されているアイテム。乳量順や 

産次順、Ｐ／Ｆ順など自由にデ－タ
を並べ替えることができるもの 

周産期病サイン Ｐ／Ｆ比 
      LIAJ 

乳脂率(Ｆ)は粗飼料の食い込み、乳蛋白質率(Ｐ)は濃厚飼料の食い込みを表すと
一般に言われています。 

 Ｐ／Ｆ比は、濃厚飼料と粗飼料の食い込みのバランスを示します。 

 １．００以上→濃厚飼料過多、ルーメンアシドーシス、蹄葉炎等に注意 

 ０．７０以下→エネルギ－不足、脂肪肝、ケトーシス、繁殖障害等に注意 



牛群平均のＰ／Ｆ比からの飼養管理の改善 
      LIAJ 

 Ｐ／Ｆ比から、ＴＭＲ等の飼料設計等の管理を検討できる。 

 飼料設計：与えた飼料であって、実際の食い込みではない 

 Ｐ／Ｆ比：実際の食い込みからの数値 

 

 （見直し事例） 
 ０．９以上 

 エネルギ－（濃厚飼料分）が過多、粗飼料の劣化 

 粗飼料の切断長が長いことからの濃厚飼料の選び食い 

 飼料の急変、粗飼料の掃き寄せ不足 

 

 ０．８以下 

 エネルギ－不足 

 サイレージの酪酸発酵や２次発酵 

 ケトーシスの蔓延 

 

 ＰとＦともに低い 
 飼料給与料の絶対量の不足 



（参考）ＩＶＦ卵移植における妊否結果経産牛の牛群検定データ 
      LIAJ 

出典：山形県 黒川様（Ｈ２６年度家畜人工授精優良技術発表全国大会） 

（考察を一部引用） 
 １．・・・ 
 ２．・・・ 
 ３．・・・ 
 ４．乳成分データを比較した結果、不受胎群１０頭中７頭で異常が認められ、受胎牛 

   では９頭中３頭にしか認められなかったことから、ＩＶＦ卵移植の受胎率向上を目的 

   として、牛群検定の乳成分データ（P/F比）を活用できる可能性が示唆された。 



▽：先月比１０～２０％
減 

▼：先月比２０～４０％減     

▼：先月比４０％以上減 

※：分娩後６０日以内に 

  乳量が減少     

      LIAJ 
周産期病サイン 検定日乳量 

そのサインを最も早く把
握できるのが、検定立会
その場での検定員ハン
ディターミナルに保管され
ている過去データのチェッ
クなのです。 

 

 

あらゆる疾病において罹患
すれば、乳量は大きく減少
します。 
検定日毎の乳量デ－タの推
移は、極めて重要な健康管
理情報です。 



健康管理は早期発見！ 

スピ－ドが命！ 

君は、先月の乳量の 

半分しか搾れていないよ！
体調を壊していないか？ 

      LIAJ 



４ 最後に       LIAJ 

個々のベストパフォーマンスを引き出すには 

牛群検定成績表のデータ活用が不可欠 

家畜改良事業団は 

分かり易い検定成績表への改善 
をさらに進めます 

酪農に関わる関係者で 

地域におけるサポート支援体制 
（畜産クラスター）の取組みが重要 

牛群検定の農家普及率は全国で４８％（北海道６７％、都府県３７％） 
特に、普及率の低い地域での拡大をお願いします 



      LIAJ 


